
毛受　敏浩 氏（めんじゅとしひろ）　（公財）日本国際交流センター執行理事
慶応大学法学部卒。米国エバグリーン州立大　学公共政策大学院修士。兵庫県庁で10年間の勤務後、1988年より日
本国際交流センターに勤務。多文化共生・移民政策、草の根の国際交流調査研究など多様な事業に携わる。現在、文化
庁文化審議会日本語教育小委員会委員、新宿区多文化共生まちづくり会議委員。これまで総務大臣賞自治体国際交
流表彰選考委員、内閣官房地域魅力創造有識者会議委員等を歴任。著書に『人口亡国－移民で生まれ変わるニッポン』
（朝日新書、2023）、『移民がひらく日本の未来』（明石書店、2020）等多数。

宍戸　健一 氏　JICA理事長特別補佐（外国人材） 兼 一般社団法人JP-MIRAI理事／事務局長代行
1986年東京大学農学部卒業後、国際協力事業団（現　国際協力機構）に入団。本部事業部門、インドネシア勤務の後、
ガーナ事務所長、スーダン駐在員事務所長、地球環境部次長（自然環境）、関西国際センター所長、農村開発部長、上級
審議役を経て、2022年10月より現職。著書には「アフリカ紛争国スーダンの復興にかける～復興支援1500日の記録」
（佐伯出版）がある。2020年からJICAの外国人材受入支援の事業を統括するとともに、「責任ある外国人労働者受入
れプラットフォーム」（JP-MIRAI）などを主導した。

定員
100名


